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《小説》 

みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２4年 4月１日 第 135号） 

4月号 

新刊案内
《その他》 

■『冬に子供が生まれる』 佐藤正午(著) 小学館 ■『香

子 2』 帚木蓬生(著) PHP 研究所 ■『二人キリ』 村

山由佳(著) 集英社 ■『暗殺』 赤川次郎(著) 新潮社 

■『無間繚乱』 秋山香乃(著) 徳間書店 ■『水脈』 伊

岡瞬(著) 徳間書店 ■『ユーカラおとめ』 泉ゆたか

(著) 講談社 ■『夜明けの花園』 恩田陸(著) 講談社 

■『警官の酒場』 佐々木譲(著) 角川春樹事務所 ■『羅

針盤の殺意』 知念実希人(著) 実業之日本社 ■『のち

更に咲く』 澤田瞳子(著) 新潮社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■『失われたアトランティス』 ギャヴィン・メンジ

ーズ(著) 扶桑社 ■『世界遺産宗像・沖ノ島』 佐

藤信(編) 吉川弘文館 ■『科学がつきとめた疑以科

学』 山本輝太郎(著) エクスナレッジ ■『最新天気

図の読み方がよ～くわかる本』 岩槻秀明(著) 秀和

システム ■『しっかりわかる帯状疱疹』 漆畑修(著) 

池田書店 ■『名医が教える新しい目のトリセツ』 

平松類(著) エクスナレッジ ■『老いの上機嫌』 樋

口恵子(著) 中央公論新社   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おはなし会（会場：本館）       ０～２歳くらい（11:00～） ３歳くらいから（11:00～） 

休館日  毎週月曜日 毎月最終木曜日  開館時間 本館 １０：００～１８：００ 分室 １２：３０～１７：００ 

※最新の情報はホームページをご確認ください。  
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5 月 
 

       

       

       

       

みやこ町電子図書館体験会を実施しました 

３月９日から２４日の間、４回にわたって、本館や各分室でみやこ町電子図書館体験会を行い

ました。 

図書館のタブレットを使って、電子図書館を実際に使っていただくイベントです。 

話には聞いていても、ほとんどの方が、電子書籍に触れたことがないということで、操作方法

や電子書籍ならではのサービスについて興味深く質問をされていました。 

 <こんな本があります！電子書籍を読んでみませんか？> 

『かがみの孤城』辻村深月(著) 『変な家』雨穴(著) 『屍人荘

の殺人』今村昌弘(著) 『推し、燃ゆ』宇佐見りん(著) 『夜明

けのはざま』町田そのこ(著) 『棘の街』堂場瞬一(著) 『福岡

から行く大人の日帰り旅』『知りたいことがぜんぶわかる！新

NISA＆iDeCoの超基本』 ※ジャンルを問わず他にもございます。 
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『ロールキャベツ』 

森沢 明夫（著） 徳間書店（２０２３） 

        それぞれ問題をかかえている 

        大学生５人。イスを並べて、       

        ただ景色をながめ、飲食する 

        チェアリング部に属する彼ら 

        は、今しかない青春を味わっ  

        ています。心がほっこりする 

        お話です。［Dream］ 

 

           春は 1年のうちで寒暖差が一番大きく、新生活の始まりなど生活

が変化する季節です。普段より緊張する機会やストレスを感じる

ことが多く、自律神経も乱れやすくなります。 

ストレッチやウォーキングなど体を動かして気分転換をしてみるの

もいいですね。足元にある春を探しながら歩くと新しい発見があ

るかもしれません(^^♪                     [はりねずみ] 

『生活はクラシック音楽でできている』 

渋谷 ゆう子（著） 笠間書院（２０２４） 

 クラシック音楽というとなんだか堅

苦しいイメージですが、実は私たちの

日常生活にたくさん流れています。QR

コード付きで曲を聴くことができる

ので、TVCM、電化製品などで聴くあの

曲がクラシックだったのか！と新し

い発見がありますよ。[ま] 

 

みやこ町図書館HP 

連絡先  本館（豊津） ☎33-1040     犀川分室 ☎42-3330     勝山分室 ☎32-3455 

電子図書館 

図書館員おすすめの本 

『十角館の殺人』新装改訂版 

      綾辻 行人（著）講談社（２００７） 

 

物語は、大学のミステリ研究会メンバ

ー7 人が「十角館」と呼ばれる殺人現場

に建つ奇妙な建物に踏み入るところか

ら始まります。次々と仲間が殺されて

いき、精神的にも追い詰められていく

様子に読む側の緊張も高まります。最

後には驚く展開が待ち受けるという王

道ミステリ。周囲に勧められていた本

をやっと読むことができたこの春。普

段手に取らない本を開いてみるのもい

いですね。[ｉｉ] 

『ちゃいろいつつみ紙のはなし』 

アリソン・アトリー（著）  松野 正子（訳） 

殿内 真帆（絵）  福音館書店（２０１５） 

      あまり物語の主役にはなりそうにな 

い、ただの茶色いつつみ紙が主人公 

のお話です。 

クリスマスプレゼントを包んで旅だ 

ったつつみ紙。届け先で大切にとっ 

ておかれ、再び小包となって…。 

ものを大切に使う心を思い出させて 

くれる一冊です。[しっぽ] 

         

 

『ブランド幻想』 

アリッサ・ハーディ（著） 明石書店（２０２４） 

   服を購入する時、サイズ・デザ

イン・価格は確認しますが製造

国はどうでしょうか？私たちが

普段着ている服から見えるファ

ッション業界の問題点に光をあ

てた一冊です。[凛] 

 

『草原の国キルギスで勇者になった男』 

春間 豪太郎（著） 新潮社（２０２０） 

       

旅の舞台は中央アジアの国・キルギス 

共和国。相棒の馬探しから冒険が始ま 

るノンフィクションです。様々な出会 

いと別れを繰り返しながらキルギスを 

巡ります。 

ハラハラドキドキの冒険を一緒に楽し 

めます。[竜胆] 

      

         

 


